
 

今回は、自治大学校内の施設の内、研修生の生活の場であり、生活の中での出会いや交流の場となる 
「寄宿舎」（麗澤寮・洗心寮）の一部をご案内します。 
 
 
▶延床面積／１４，１３１㎡ ▶階数／地上８階、地下１階  
▶宿 泊 室／バス・トイレ付きの個室（洋室） 

一般宿泊室（390室）、身障者用宿泊室（４室） 
▶レイアウト等／１部屋約 16㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
▶付属備品等／布団・毛布・枕（シーツ、布団・枕カバーは指定日交換制）、机上に蛍光灯・PC・内線電話、 

ベッドは収納引出付、クローゼット内に３段ケース、木製ハンガー２本、簡易物干し、 
コンセントは壁面に２口、窓は網戸と木製ブラインド引き戸等 

▶主要施設／談話室（各階）、大浴場（地下１階）、洗濯乾燥機（各階）、リネン室（麗澤寮１階）等 
 
 
麻布校時代の愛称を引き継ぎ、 
麗澤寮：元自治庁長官岡野清豪氏が 

「朋友相扶けて学を論じ徳をはげむ」 
洗心寮：元自治大臣秋田大助氏が 

「心中のわだかまりを洗い去る」 
の意から命名。いずれも易経が出典とされています。 
自治大学校校歌にも、「洗心」「麗澤」の歌詞があり、校歌は毎日（９時 15分）、寄宿舎を含む校内に流
され、研修生は自然と歌詞を覚えることとなります。 
 
 

寄宿舎での最大の魅力は、各フロアにある「談話室」 
です。テレビ・和室・キッチン・冷蔵庫・レンジ等を 
備えた「談話室」では研修生が一同に会し、勉強会・ 
懇親会等、さまざまな場面で利用することとなります。 
もちろん、Wi-Fi 環境も整備されています。 
こうしたスペースを確保していただいた先人の知恵 
に感謝しつつ、整理整頓を心がけて利用しましょう！ 
なお、利用時間は、消灯時間の 24 時までです。 

 

お役立ち情報 ～自治大学校施設案内・寄宿舎編～ 
 編集者注：このコンテンツは、自治大学校へ入校（予定）する地方自治体の職員の皆さまへ、研修生活に役立つ情

報を定期的に発信するものです。 
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